
し
　

ら

や
ま

岩
手
・志
羅
山
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
岩
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町
平
泉
字
志
羅
山

２
　
調
査
期
間
　
　
第
九
四
次
調
査
　
一
一〇
〇
六
年

（平
１８
）
四
月
ヽ
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
平
泉
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
鈴
木
江
利
子

・
島
原
弘
征

５
　
遺
跡
の
種
類
　
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀
、
中
世

。
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

志
羅
山
遺
跡
は
Ｊ
Ｒ
平
泉
駅
西
側
に
位
置
し
、
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
四
方
の
広
が
り
を

も
つ
。
現
在
は
町
役
場
や
郵
便
局
、
銀
行
な
ど
の
施
設
を
有
す
る
市
街
地
で
あ

り
、
駅
か
ら
七
Ｏ
Ｏ
ｍ
西
に
あ

る
特
別
史
跡
毛
越
寺
に
向
か
う

県
道
が
遺
跡
を
横
断
し
て
い
る
。

近
年
、
こ
の
県
道
の
拡
幅
に
伴

う
発
掘
調
査
や
、
住
宅
建
設
な

ど
に
伴
う
調
査
の
結
果
、　
〓

一

酌

世
紀
奥
州
藤
原
氏
時
代
の
遺

一　
構

。
遺
物
の
ほ
か
、
中
世
や
近

世
の
資
料
も
増
え
て
い
る
。

今
回
の
調
査
区
は
志
羅
山
遺
跡
の
南
西
端
に
位
置
す
る
。
調
査
前
は
水
田
と

し
て
使
用
さ
れ
、
平
坦
で
あ
る
が
調
査
区
外
北
側
の
水
田
は

一
段
高
い
広
が
り

と
な
っ
て
い
る
。
調
査
面
積
は
八
五
〇
ポ
。
検
出
遺
構
は
掘
立
柱
建
物

・
土

坑

・
溝
な
ど
で
、
遺
構
の
年
代
は
、　
〓

一世
紀
、
中
世
、
近
世
で
あ
る
。

木
簡

（笹
塔
婆
）
は
、
調
査
区
北
部
で
検
出
し
た
東
西
方
向
の
溝
の
埋
土
中

位
の
広
い
範
囲
か
ら
、
計
二

一
点
出
土
し
た
。
溝
の
検
出
長
は
二
五
ｍ
で
、
東

西
の
調
査
区
外
に
続
い
て
い
る
。
幅
は
約
二

・
Ｏ
ｍ
、
深
さ
は

一
・
○
～

一
・

〓
冨

、
断
面
形
は
Ｖ
字
状
を
呈
す
る
。
溝
底
は
東
に
わ
ず
か
に
傾
い
て
お
り
、

笹
塔
婆
出
土
層
は
砂
を
含
む
流
水
の
痕
跡
を
示
す
。

笹
碁
婆
の
年
代
は
、
そ
の
形
状
や
大
き
さ
、
梵
字

「寺
」
ベ

ン
）
と

「大

日
如
来
」
が
同
時
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
共
伴
遺
物
の
年
代
な
ど
か
ら
、　
一

三
世
紀
か
ら

一
四
世
紀
に
か
け
て
と
考
え
ら
れ
る
。
溝
か
ら
の
共
伴
遺
物
に
は
、

か
わ
ら
け
、
陶
器
、
磁
器
、
木
製
品
、
板
碑
な
ど
が
あ
る
。

な
お
、
調
査
区
の
北
七
〇
ｍ
の
水
田
の
傍
に
は
、
元
応
三
年

（
三
≡
三
）

の
紀
年
銘
を
も
つ
板
碑
が
立

っ
て
い
る
。
ま
た
、
「常
大
日
如
来
」
の
笹
塔
婆

と
し
て
は
、
福
島
県
荒
井
猫
田
遺
跡
出
上
の
も
の
に
多
数
の
類
例
が
あ
る

（本

誌
第
二
二
・
二
三
・
二
六
号
）。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

（
バ
ン
）

①

　

「常
　
大
日
如
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（〕こ

る
貸
］
８
Ｐ

（バ
ン
）

②

　

常

　

大

日

如

来

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
Ｎ
ｅ

溢

睫

∞

８

Ｐ
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（
バ

ン
）

「白
　
南
元
大
日
如
来
」

（
バ

ン
）

「常
　
大
日
如
来
」

（
バ

ン
）

「常
　
大
日
如
来
」

（
バ

ン
）

「常
　
大
日
如
来
」

（
バ

ン
）

「常
　
大
日
如
来
」

「大
日
如
来

「日

日

（
バ

ン
）

「常
　
大
日
如
来
」

（
バ

ン
）

「常
　
大
日
如
来
」

（
バ

ン
）

「童
　
大
日
如
来

（
バ

ン
）

常
　
大
日
如
来

（
バ

ン
）

「常
　
大
日
如
来
」

（
バ

ン
）

「舛
）大
日
如
来

【寺
と
興

日
如
来
力
〕

「
□
　
□
□
□
□
」

囀
∞
∞
×

μ
Φ

×

ｏ
　

ｏ
ω
〕

∞
Ｐ
Φ
×

］
∞
×

Ю
　

ｏ
⇔
出

］
∞
∞
×

］
∞
×

ヽ

　

ｏ
ω
〕

∞
岸
Φ
×

］
∞
×

］
　

ｏ
ｏ
〕

∞
Ｐ
∞
×

］
∞
×

∞
　

ｏ
⇔
騨

（
ω
『
〇
）
×

］
］
×

∽
　

ｏ
Ｏ
騨

（
］
Φ
時
）
×

］
∞
×

伽
　

ｏ
ω
〕

∞
中
卜
×

囀
〕
×

］
　

ｏ
⇔
〕

∞
］
Φ
×

Ｐ
∞
×

］
　

ｏ
ｏ
〕

（
］
ω
Ｏ
）
×

〕
『
×

］
　

ｏ
ω
牌

（
］
伽
〇
）
×

Ю
ω
×

卜
　

ｏ
い
μ

∞
］
⇔
×

］
い
×

∞
　

ｏ
ｏ
中

（
］
ω
卜
）
×

］
ヽ
×

や
　

ｏ
ｏ
〕

∞
∞
Ｐ
×

］
］
×

］
　

ｏ
ω
〕

901

大

日

如

来

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∞
ｏ
睫

中
授

∞

８

牌

〔如
来
力
〕

大
日
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞］巽
∞実
∞
寓
牌

大
日
如
来
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞］斐
］反
］
〓
牌

大
日
如
来
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω∞撰
］反
∞
８
Ｐ

キ
リ
ー
ク
　
サ
　
サ
ク
）

＄

　

■
　
４
」
　
　
　
　
　
　
　
　
や∞侵
喝
赴

ｏ鐵

い
ず
れ
も
ス
ギ
材
で
、
頭
部
を
山
形
に
加
工
し
下
端
を
細
く
尖
ら
せ
る
形
状

も
類
似
す
る
。
②
⑬
は
破
損
に
よ
り
頭
部
の
原
形
は
不
明
。
ω
②
①
⑨
⑫
⑬
⑮

は
、
下
端
部
が
僅
か
に
破
損
し
て
い
る
。
⑩
⑭
の
下
端
は
、
破
損
し
た
痕
跡
が

な
い
こ
と
か
ら
、
元
々
尖
ら
せ
て
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
文
字
は
ほ
と
ん

ど
が
梵
字

「寺
」
公

ン
）
と

「大
日
如
来
」
の
セ
ッ
ト
で
、
判
読
が
困
難
で

あ
っ
て
も
推
定
が
容
易
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
０
０
ω
は
例
外
で
あ
る
。
①
は

文
字
の
半
分
が
削
ら
れ
て
い
る
が
、
「南
元
大
日
如
来
」
と
判
読
で
き
る
。
①

は
墨
書
ら
し
い
痕
跡
を
示
す
が
判
読
に
至
ら
な
い
。
他
よ
り
厚
み
が
あ
り
、
面

取
り
さ
れ
た
様
子
か
ら
は
、
用
途
が
違
う
可
能
性
も
あ
る
。
側
は
他
と
異
な
り

梵
字
だ
け
が
四
文
字
書
か
れ
て
い
る
。
⑭
⑬
は
文
字
が
不
鮮
明
で
あ
る
が
、
他

と
同
じ
墨
書
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
①
Ｏ
い
の
裏
面
に
は
、
シ
ミ
か
墨
痕
か
わ
か

ら
な
い
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
い
は
近
接
地
か
ら
出
土
し
た
二
片
が
接
合
し
た
。

（鈴
木
江
利
子
）
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囲
囲
脚
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∩
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悧
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日

Ｗ
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同
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∩
日
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困
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脚
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日
日
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ロ
イ
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∩

脚
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国
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脚
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凹
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日
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日

Ｕ
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Ｍ
円
団
円
凶
闇
囲
円
日
日
日
日
日
日
日日
Ｖ
‐一⑩

ハ
ロ
剛
囚
因
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日
日
日
日
日
Ｗ
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Ｉ
‐一
耐

１
５

(15)

嗣
因
団
脚
悧
鰤
周
囲
田
日
囲
日
Ｈ
Ｉィ
リ
ト
一　
硼

日
田
日
岡
―ヽ、―田
聞
円
阿
悧
Ｍ
日―‐ＩＷＶ
十一
⑪

∩

‐．田
　

　

　

　

　

　

　

　

十一⑩

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

圃

　

・

向
円
刊
困
日
日

周
因
―――
―Ｉ
Ｈ
Ｈ
Ｕ
‐一
ω

囚
皿
臼
瀾
旧
‐――
個
‐―ン‐＝́‐
Ｈ
留
Ｗ
≧
ω

∩
□
団
円

・―‐
Ｍ
除
四
脱
Ⅳ
Ｔ
Ｐ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｈ
刊

瞼

隠

籾

脚

サ

‐
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０
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